












































耐病性、特に、稲熱病に強い品種ぞ直槽 ~.d:o. 法則 に徒ふならば陸作するごさが可能である
-~~ ~) 
直婚陸・4ド睦・水阿作比較表
同総量像1l直'IJ移I栽法m焔 間IIJ側I面1雪測積I咽H 叫曲背間取皮E雷 d:.扇 前年作
姻 S畝.16 0む.96 13.80 
111 直掃陸作
1 5.28 11.61 12091 B *"N 
睡 5.10 1.43 12.68 日ノ H 
1 6.21 12712.40 1 1" 
211 if(縛$陸作
1/ 1 7.04 1 1.制 2.781 N 
S隠
ドー怨作 回 918IS10 212tl 
J 
.矯水田作
市 9.10 I 2.33 I 2.oO日ノ
4医 穆償l水帥 1 11却02Vlm" I 5.0O I 1.10 I 2.20 I 1
のみなら今、水田作のものに劣らない牧量をあ
げ得るこさが貰控されたのである。又、幼誕;形
成期以後湛JJ<.濯概して.!f陸作しfζものも水図作
以上の*量~あげてゐるのである。
ニーれ等の寅地試l，t地は、ぞの試験地句性質土
地力が全部均しいさいふわけではな.<、特に、
従来畑地であったとニゐへはじめて水拡を義塙
しJt12ニろもあるさいふやうな特殊事情そも考
*レ1.tりればならないが、それにしても rii艇
の研究 によって明らかにせられた「革棋の法
則」に従って遭水すれば、水摺の陸作が可能で
あるさいふこさ、丸、幼穣形成期以後潜水漕満
しτ合理的に守陸作すれば、移植による水田作
以上の牧撞があげ得られるさいふ，ニとは、注目
すべきことfある。
IV. .察及摘~ r*簡の謹溝口闘する研
究Jによっτ明らI)、iこせられたさころの「濫j債
の法則iJIC縫って、水簡を直婚陸作、又は、直
埼玉ド陸作して衣のωき結果ぞ得たのである。
(1)水倍を萎聞に直指し、幼儲形成期前から
1日1幽の流溝謹統-i-すれば、.畑地に於t草作し
得、官、併も、 i甚*趣j低移紘哉暗に劣らぬ』肱量ぞ
あけ'得るニミ。
(~ *砲を~聞に直婚し、，幼穂形成期前かち
i甚水謹i既をする宇陸作t二於ては、湛*溢i鼠移統
裁泊以上の*量をあげ得ゐこさ。
こ0研究結果は、水摺IJi監減じ闘する貰砧主
的な研究結果~賞謹するものであると同時i亡、
新聞型地ω新しい稲作方法の確止に1討して重要
な示峻-a-匙へ、漏水剖の護甑方法の合理化に通話
してもよちよき厳罰しを奥《るものであるo " 
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農業の近代化ご資本構成
佐 藤
I 農業生産の近代化乃至開度化は、農村が
貨幣経桝に入り込み多少さも市場生産が行はれ
るやうになったミき、市揚じ於りる競争さ盤カ
のため必撚的にたもむかざるを得ない方向であ
る。食業者は市場に於ける鼠舎の摩jJに打if#つ
ため伝は、自己の経管主資本的に集約化しモの
生産方法~高度化する以外に詮はない。しかし
とれは極めて圃式的表現であって、現賓にはそ
の経管のもつ自然的枇曾的保件の如何によって
すなわち特定の生産保件の下に於τは甚だ歪め
られ先生産形態をきるものである 例令ばわが
困の場合、島村の強い人口座、Jj、零蜘経管、封
建的高利貸的土地所有今きたの農地制度改革は
との面に闘する封建性の打依に役立つだらう〉
一 長E
殆ん~費本の蓄積の亦可能な経営の循環、低捧
賃等めftl:fj的傑件、また一方集約的水間農業4二
酒したモシスーシ的風土さいふ自然的保件、こ
ういった生産保伴の下では貨幣鹿済の1M:tは経
替の資本集約化による生産右法の重量展を刺戟す
る住りに却って逆に農業者の持働強化さいふ結
果になり勝ちであるニさはあらためていふまで
もtj.い。とこには藤展の代りに停滞があ.る.し
かし慨を資本集約化し生労法倒的ヒ切
るこ三、すなわち生産の迂回度を大をくするζ
さは資本主義枇舎の鷲展法則であるから、少L
でもこれに到す'.i抵抗線の弱いさころでは、仮
令歪められた形で・あるにせよ、それ棺嘗め2訴し
い鷲展が見5れる。とのこさはわが国に於ても
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